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使用するＤＶＤチャプター：A-12 大雪を知ろう／大雪から身を守ろう
活用できる教科・領域：中学生／社会、理科、保体、総合、特活　　高校生／理科、保体、総合、特活
1.プログラムの趣旨
　日本の半分の地域で起こる可能性のある雪害について学び、降っている時の危険と降ったあとの危険について学ぶ。
2.ねらい

　❶雪害は私たちに身近な災害のひとつであることを理解する。

　❷雪の特徴から積雪の多い地域と少ない地域それぞれで、引き起こされる災害の種類をまとめさせる。
3.展開
	段階
	学 習 内 容
	教師の支援・指導上の留意点

	導入・展開

（１２分）
	① 大雪と雪害について学ぶ。

   大雪による災害、雪害について学び、

どのようにして身を守るかについて学
習する。


	●DVDのA-12を見せる。

【大雪による災害の例】

・雪の重さで建物が倒れる。
・雪の積もった斜面で雪崩に巻き込まれる。

・屋根の上に積もった雪が落ちてくる。

【危険を回避するために】

・大雪のおそれがある時は外出しない。

・雪崩が起きそうな斜面などには近づかない。

・屋根の雪下ろしは、命綱をつけて必ず２人以上で行う。雪かきも
２人以上で行う。

●「ふりかえってみよう！」の画面が出たら、ワークシート6を配付する。

	
	② 大雪から身を守るために必要な行動に　
　 ついて考える。

   大雪から身を守るためには、どのよう

   な行動をとればよいか、ワークシート

   に記入し、話し合う。
	【ワークシート6】大雪から身を守るにはどうしたらよい？

▼生徒によるワークシートの回答について話し合い、正しい知識が身　
　についているかを確認する。

	まとめ
（３分）
	③ 大雪が降ったら、雪害を想定して行動することを確認する。

   大雪に対しては、雪害に備えつつ対処することが重要であることを理解する。
	▼雪下ろしや雪かきを適切に行うことで、地域の支援活動に参加できることを理解する。

▼まずは自分の身の安全を確保し、自分たちに何ができるかを主体的　
　に考えて行動することが重要であることを伝える。
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ワークシート6「大雪を知ろう／大雪から身を守ろう」

ワークシート6「大雪を知ろう／大雪から身を守ろう」
　　年　　　組　　　番　　　名前
ふりかえってみよう！大雪から身を守るにはどうしたらよい？
大雪の予報が出ており、雪が降り続いています。危険を知り、適切に対処できるようにしま
しょう。また、雪かきや雪下ろしなどを安全に行い、地域に貢献できるようにしましょう。
雪が降っている時と、降ったあとで、考えられる危険と対処の方法を書きましょう。
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「雪害」　　(15分)	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 対象／中学生用・高校生用











■降っている時





回避方法





考えられる危険





■降ったあと（積もっている時）





考えられる危険





回避方法








